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長野県白馬村における長野県白馬村における

２種のセスジヒメハナカミキリ２種のセスジヒメハナカミキリ

ウ ラ セ ス ジ と オ モ テ セ ス ジウ ラ セ ス ジ と オ モ テ セ ス ジ

２００４年２月１５日
Pidonia懇談会
武智昭一／筒井謙



オモテセスジとウラセスジオモテセスジとウラセスジ

岩蕈山中腹のオモテセスジ 岩蕈山山頂のウラセスジ
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ウラセスジとオモテセスジウラセスジとオモテセスジ
二つの個体群へのアプローチ二つの個体群へのアプローチ

２０００年
姫川源流のカラコギカエデでオモテセスジに出会う

２００１年
ニセウラの存在、交尾実験

２００２年
内陸部の調査（戸台・八ヶ岳の褐色化個体）、交尾実験

２００３年

分布接点の発見と生息環境の観察
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今回報告の内容今回報告の内容

大町～姫川流域における分布状況大町～姫川流域における分布状況
水平地理水平地理 標高標高 生息接点生息接点

斑紋形態の比較斑紋形態の比較

分布に関する考察分布に関する考察

種の問題種の問題

今後の課題今後の課題

白馬村生息地の環境写真白馬村生息地の環境写真
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大町～姫川流域における分布状況大町～姫川流域における分布状況

白馬村周辺

岩蕈山

姫川流域中下流域

大町地域
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生息接点の環境生息接点の環境 とと
生息地の標高生息地の標高

八方尾根 黒菱林道入り口付近（２５００分１都市計画図）

落倉高原 林道落倉線（２５００分１都市計画図）

大町地域～青海町までの地域別標高グラフ
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ブナ林
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落倉浄水場
alt.900 林道落倉線

理大小屋
alt.904

理大看板

京都府大小屋
alt.868

alt.858

これより林道奥
自然林　施設なし
全てウラセスジ

人家敷地内
alt.860

落倉高原のオモテとウラの生息境界

道路に沿って
別荘街
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形態比較形態比較

♀ の斑紋

♂ の斑紋

体型

後肢腿節黒色部の大きさ
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♀の斑紋比較
肩部褐色紋

１

＜ウラセスジ＞

幅広いかまたは基部から小楯
板周囲に広がる。

基部で茶色、Lm紋周囲で白
色傾向となるがコントラストは
弱い。黒色紋は小楯板周囲に
発達する場合もあるが、オモ
テセスジに比べればはるかに
狭い。

肩基部からLm紋にかけての
ラインはほぼ直線状

＜オモテセスジ＞

両縁に狭く、基部で茶色、Lm
紋周囲で白色傾向が強くなり
２色のコントラストが明瞭。

黒色紋は肩基部および会合
線周囲で広く発達する。

肩基部からLm紋にかけての
斑紋ラインはＳ字状
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♀の斑紋比較 ２

＜オモテセスジ＞

Lm紋周囲の褐色紋
白色傾向が強く、会合線付近
で狭くなる

Lp紋周囲褐色紋
S紋との境界は消失するか、
あっても微かで目立たない。こ
のためLp紋は独立せず、S紋
と一体化して見える

＜ウラセスジ＞

Lm紋周囲の褐色紋
白色傾向は弱く、会合線付近
で狭くならない

Lp紋周囲褐色紋
S紋との境界は確実に太く存
在し、Lp紋は独立する
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♂の斑紋比較
（♀の形態に加えて）

＜ウラセスジ ♂＞

ホンウラタイプ

上翅全体に褐色部が発達し、
S紋が会合線付近に縮小する

ニセウラタイプ

S紋が発達して小楯板周囲に
達するが、直線状

＜オモテセスジ♂＞

奥多摩タイプ

肩基部の黒色紋が発達

Lp紋が出る
源流タイプ

肩基部の黒色紋はやや狭い

褐色部が発達してLp紋が消
失する
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斑紋比較
後腿節と体型

＜ウラセスジ＞
後腿節褐色部

黄褐色

後腿節黒色部

個体差あるがオモテセスジより狭い

＜オモテセスジ＞
後腿節褐色部

褐色～淡褐色

後腿節黒色部

個体差あるがウラセスジより広い

♂体型

上翅は長く逆三角形

♀体型

体高（厚み）あり

♂体型

上翅は寸詰まりで両端は平行
♀体型
体高（厚み）なく扁平に見える
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分布に関する考察分布に関する考察

考察 １ 生息域

考察 ２ 分布域の変動
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分布に関する考察 １
水平地理的には

太平洋斜面方向（南）に 日本海斜面方向（北）に

オモテセスジ ウラセスジ

標高的には

分布接点では 単独分布域では

高標高域にウラセスジ

低標高域にオモテセスジ

両群とも低～高標高域に分布

但し、ウラセスジはより遅い時期まで、
より高標高まで生息

環境的には

乾燥環境に 湿潤環境に

人為開発・自然崩壊斜面・蛇紋岩貧弱植生 湿った連続する森

オモテセスジ ウラセスジ
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分布に関する考察 ２

適 応 オモテセスジ ウラセスジ

幼虫生活場所 林床 乾燥 地温不安定 林床 多湿 地温安定

積雪継続期間 短い

太平洋側気候区分

長い

日本海側

オモテセスジが既開発の低所から分布域拡大

小谷村以北へは未到達

状況の解釈 大町側から姫川谷へ侵入 未開発高標高地へ後退

インパクト オモテセスジに有利な環境の拡大 ウラセスジ環境の縮小

生息環境の変化 人 為 開 発 区 域 拡 大 ・ 暖 冬 化

乾燥環境 拡大

湿った連続した森の減少

湿潤環境 縮小

環境指標生物としてのPidonia
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種の概念
生物学的種生物学的種

互いに交配可能な

自然集団の群れで、

他の集団とは

生殖的に隔離されて

いるもの

形態学的種形態学的種

子孫に遺伝的に伝わる

一定の形態的特徴

を持ち、それにより

他の種とは

分離している個体の集合
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種関係は？種関係は？

形 態
外部形態 体型の違いは微妙
斑紋形態 異なる

生物学的種の条件は満たしているが、

生 態
生息環境により棲み分け
生息境界では成虫が混棲

交 配
交尾できない

↓
生殖隔離あり

形態学的種としては従来の基準では弱い

地理的隔離による生殖隔離が成立した集団が
再び遭遇している現場と考えたい

しかし生物学的種の立場から
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今後の課題今後の課題
１．分布域移動の検証１．分布域移動の検証

●オモテセスジ分布域に取り残されたウラセスジ生息域はあるか？
●オモテセスジ分布域中にウラセスジの古い採集記録が無いか？
●栂池親の原のウラセスジはオモテセスジに置き換わっていくか？

２．ウラセスジ群の全体分布域の把握２．ウラセスジ群の全体分布域の把握（他の接点の状況の確認）（他の接点の状況の確認）

●富山県入善町負釣山（黒部川右岸） ●奥裾花川
●信濃川（菅平） ●三国峠付近 ●福島県中通り～会津間

３．系統解析３．系統解析
●各地のウラセスジとオモテセスジが群として系統的に分かれるか？

４．変異タイプの検証４．変異タイプの検証
●沿岸部のニセウラとはウラの変異個体か？別系統か？
●内陸部の褐色化個体はオモテの変異個体か？
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八方尾根 黒菱林道入口の分布接点

２
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岩蕈山の分布地
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前山百体観音 千国古道の分布接点
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 姫川流域のamentata   2004.2.15Pido懇資料
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